
プロティノスの
「善なるもの一なるもの」VI-9-(9)

1
1 すべての存在
は、一つである
ことによって存
在なのである

1�このことは第
一義的な意味
の存在について
も、何らかの意
味において存在
のうちに数えら
れるものについ
ても、みなそう
なのである

「善者」という名称
はプラトンの[国
家』に由来するも
ので、「一者」とい
う名称もプラトンの
『パルメニデス』に
よるものであろう
（プロクロス『プラト
ン神学』
II6,p40,2-8）

2�なぜな
ら、いったい
何が、一つ
でなくても、
なお存在し
うるであろう
か

4�ものが一つの
ものとして語ら
れる、その一つ
ということを取り
去られるなら
ば、そこに語ら
れていたものと
しては存在しえ
ないからである

5�すなわち軍団は、一
つのものとなっていなけ
れば存在しないであろ
うし、合唱舞踊者の一
団も家畜の一群も、一
体をなしていなければ
存在はしないであろう

7�いや、家
でも船で
も、一つとい
うこを欠いて
は存在しな
いだろう

7�なぜなら、家も船
も一つのものであっ
て、一つということ
を失えば、家はもは
や家でありえず、船
も船ではありえない
であろう

8�つまり、連続によ
って一つの大きさを
もつものも、これに
一つということが加
えられていなけれ
ば、存在しえないで
あろう

10�すなわち連
続体が分割され
るばあいには、
一体性を失う範
囲において、有
り様を変えるか
らである

10�そして、このことは植物や動物の肉
体について特にそうであり、その名は一
つなのであって、これが多に細分され
て、一体性から遠ざかるばあいには、
所有していた自己自身の本来のあり方
をなくしてしまい、いままであったもの
ではもはやなく、これとちがったものに
なってしまうのである

13�しかもその
ちがったものと
いうのも、一つ
のものである限
りのそれなので
ある

14�また健康というよう
なこともその肉体が総
合的に一つに秩序づけ
られるところに成り立つ
のであり、美ということ
も、一体性の支配が身
体の部分部分に行き渡
っているということなの
である

15�また魂のよ
さ（徳）というの
も、それが一体
化されて、一つ
ところに合致し、
一つとなること
において成立す
るのである

18�ところで魂は、生命
の始原として、工作、形
成、形容、綜合などの
はたらきによって、万物
を一へとみちびくもので
あるから、いっそわれわ
れの考察も、魂にまで
及ぼして、

そもそも一体性
を与える根本の
ものは魂であ
り、魂がすなわ
ち一というもの
なのであると、
こう言うべきで
はないだろうか

20�しかしながら、魂が
根本になって肉体に与
えるものは他にも、たと
えば形容や形相のよう
なものがあるけれども、
それらについては魂が
そのまま直接に、自分
の与えるものと即一さ
れうのではなく、

それらは魂とは異なる
ものとして与えられるの
であるが、ちょうどそれ
と同じように、魂は肉体
にまた一体性を与える
けれども、魂の与えるそ
の一体性は、魂そのも
のとは異なるのであっ
て、

魂は一なるもの
をかなたに仰ぎ
見ながら、それ
ぞれのものを一
つにするのだと
いうことを認め
なければならな
い

24�それはちょうどかな
たに人間の形相を仰ぎ
見ながら、人間をつくる
ようなものであって、魂
は人間をとらえることに
よって、同時にそのうち
にある一体性をつかま
えることになるのである

26�すなわち一
つであると言わ
れるものは、そ
れがまさにある
ところの有様を
もつ仕方に応じ
て、それぞれ一
つなのである

27�したがって、
あり方の少ない
存在は、それが
一つであること
の程度も低く、
存在度の高いも
のは、それだけ
多くの一体性を
もつわけである

28�そして魂においても
また特にそうであって、
魂は一なるもの（一者）
と異なるけれども、より
高い、真実の存在であ
る割合に応じて、それ
だけ多くの一体性をも
つものである

30�しかし
魂は、一そ
のものでは
ない

30�なぜなら、魂は
一つの魂であって、
その「一つの」という
ことは、ある意味に
おいて、外から魂に
付加されたものだ
からである

31�つまり魂と
一つのというこ
とでは、それは
二つなのであっ
て、ちょうど肉体
と一とでまた二
つになるような
ものなのである

32�かくて合唱舞踊者
の一隊のような、分散
的な存在は一者からも
っとも遠く、連続体のほ
うがもっと一者に近いの
であるが、しかしその魂
とても、一体性の一分
を共有するものにすぎ
ない

35�これに対して
は、魂が一つのもの
でなければ、魂でも
ないだろうということ
を理由にして、魂と
一者を同じものにし
ようとする人がある
かもしれない

37�しかしながら、まず
第一に、一つであること
を存在の条件とするの
は、他のものも皆それ
ぞれそうなのであるが、
しかしそれにもかかわら
ず、それらのものから一
は区別されるのである

39�ーーなぜなら物
体と一つは同じもの
ではなく、物体は一
つを分有するのだ
からーーまた次に、
魂はたとえ一体の
魂であっても、多様
の存在である

40�それは部分から合成さ
れるものではないにしても、
そのうちには推理、意欲、
把握等、非常に多くの能力
がふくまれていて、それが
ちょうどしめ縄にくくられた
ように一によって連続綜合
されているのである

42�たしかに魂
は、他に一体性
をもたらすととも
に、それ自身も
一体をなすとこ
ろのものである

43�しかし自己
のその一体性
は、魂もそれ自
身またこれを他
から受けている
のである

2
1 さて、それでは、部分に
分かれた一にとっては、そ
のどれにとっても、その有と
一とは同じではないのだと
しても、しかし部分に分か
たれない全体としての存在
者と存在にとっては、有と
存在ははたして一と同じも
のなのだろうか

2�つまりそうすれ
ば、そのような存在
を見出した者は、ま
たすでに一をも見
出したことになり、
有そのものが即（す
なわち）一そのもの
だということにもな
る

5�一例をあ
げると、いま
その有が知
性だとする

6�そうすれば知
性は、知性であ
るとともにまた
一でもあるわけ
で、それが第一
義的な存在だと
すれば、また第
一義的な一でも
あることになり、

その他のものに
対しては、存在
を分有させると
ともに、また同じ
仕方で同じ程度
に、一をも共有
させるものとな
るだろう

8�なぜなら、も
しそれがそれら
を離れても自体
としてあるのだ
とすれば、それ
は何だと言える
だろうか

8�というの
は、あるいは
それは存在
するもの一
般と同じか
もしれない
からである

9�なぜなら、
「人」といって
も、「ひとりの
人」といっても同
じだからである
（アリストテレス
『形而上学』
iV2,1003b22
-34）

10 あるいは
それぞれの
事物の一つ
以上の数を
かぞえても
いい

10 それは君が
何かを二つと言
うとしたら、ちょ
うどその通りに、
何か単独のもの
には、一つと言
うことになる

12�そこでもし
数が存在するも
のの一つだとす
れば、一もまた
存在の一つであ
ることは明らか
である

12�そして
それが何で
あるかを探
求しなけれ
ばならない
ことになる

13�しかしもし数え
るということが、心
がものの表面をひ
とわたり当たって行
くはたらきの所産に
すぎないとすれば、
一は実物のうちの
何ものでもないこと
になるだろう

15�しかしながら、
先に言われたところ
では、それぞれの
事物は、もし一を失
えば、全くのところ
何ものでもないこと
になるだろう

18�かくて、各個に
おいて、一と存在と
が同じものであるか
どうか、また、全体
的の存在が一と同
じものであるかどう
かを見なければな
らない

19�しかしなが
ら、各個の存在
は多であるの
に、一は多であ
りえないとすれ
ば、両者は各々
異なることにな
るであろう

20�たとえば人
間は、動物であ
って、ことを弁え
るものであり、ま
た多くの肢体部
分からなるもの
であって、これら
の多は一によっ
て結び合わされ
ているから、

人間と一とは、
一方は部分に
分けられるけれ
ども、他方は不
可分である限り
において、別々
なのである

22�そしてこのことはま
た特に全体的な存在に
おいてそうなのであっ
て、それはすべての存
在を自己のうちに含む
ことによって、ますます
多となり、一からことな
るものとなるであろう

24�そしてそれ
が一体性を保っ
ているのも、た
だこれを分取
し、分有してい
るからであると
いうことになる

25�またその存在
は、とにかく死体で
はないのだから、生
命もあり、知性もあ
ることになるが、そ
うすればいよいよ存
在は多でなければ
ならぬ

27�これに対して
は、その存在をただ
ちに知性体であると
することも考えられ
るが、そかしそのよ
うにしてみても、多
となることは必然で
ある

30�それに
もし形相が
含まれると
すれば、多
はますます
なお多とな
るであろう

28�なぜならば、イデア
がまた、各個にも、また
全体としても一つのも
のではなくて、むしろま
すます数多なるもので
あって、それの一体性
はあたかも宇宙の一体
性のごときものだから
である

29�これを全体
としてまとめて
いえば、一者が
第一者なので
あって、知性も
形相も存在も第
一者ではないの
である

30�すなわ
ち形相はい
ずれも多か
ら合成され
ていて、そ
れだけまた
後のものな
のである

31�なぜなら、
ものが何かから
成るばあいに
は、いずれもそ
の何かのほうが
先にあることに
なるからである

33�ところ
で、知性が
第一者であ
りえぬこと
は、また次
の理由から
も明らかで
ある

33�すなわ
ち知性は必
然に知性の
はたらきをし
ていなけれ
ばならない

34�直
知して
いなけ
ればな
らない

34�特に最上の
知性体ともなれ
ば、眼目を外部
に向けるもので
はないから、自
己の先にあるも
のに対して知性
をはたらかせね
ばならない

35�すなわち自
己自身に向かっ
て反える（返る）
ことは、始原に
向かって反える
ことなのである

36�それで、一、もし知性が自分だけ
で、知性をはたらかしながら、同時にま
たそのはたらきを受けているものだと
するならば、（直知し直知されるものと
して）それは二重性のものとなり、単一
性のものではなくなるであろう

37�またしたが
って、一者では
ないことにもな
るであろう

38�二、またしかし自分以外のものを相手
にするのだとすれば、その相手はどうして
も自分よりすぐれたもの、自分より先のも
のでなければならない

39�三、しかしまた自分を相手にするととも
に、自分よりすぐれたものを相手にするとも
考えられるが、それでも知性は二次的なも
のとなる

40�また実際に知性
というものは、一方
においては、善であ
り、第一者であると
ころのもののかたわ
らにあって、これに
眼を注ぐとともに、

43�したがって、
それは多様複
雑のものである
から、なかなか
もって一者とは
なしがたいので
ある

他方にあっては、また自
分自身とも一緒にい
て、自分自身を相手に
知性をはたらかせなが
ら、自己がすなわち万
有であることを知るとい
うような、そういうもので
あるとしなければならな
い

45�それ
ゆえ、一
者は万
有では
ないで
あろう

45�万有な
ら、一者はも
はや一者で
ありえない
からである

45�また一
者は知性体
でもないで
あろう

46�なぜなら、
知性体はすな
わち万有である
から、一者は知
性体であること
によっても、や
はり万有となる
であろうから

47�また一
者は存在で
もないであ
ろう

47�なぜな
ら、存在は
万有だから
である

3
1 それ
では、一
者は何
なので
あろうか

1�いかなる
自然の本性
をもつもの
なのであろ
うか

1�しかしむ
ろん、これに
答えること
は容易では
ない

2�すでに存在や
形相について
も、それは容易
ではないのに、
われわれの知
識は形相に依
存するものだか
らである

3�ところが、その形相も
ないところへ魂が向か
うとなrば、それだけま
た把捉が全然きかない
ことになるから、何も得
るものはないのではな
いかと恐れて、たちまち
魂はそこから抜け出る
ことになる

5�なぜなら、そこでは
魂が何か印象のような
ものを受けて、限定さ
れうということがないか
らである。［すなわちそ
の印象を与えるものと
いうのは多くの様相をも
つものなのである］

6�魂がこの種の努力に
疲れて、むしろ下降を
喜ぶのはこのゆえであ
って、しばしば万事を放
擲して、脱落した魂が
感覚物にいたり、そこで
初めて手ごたえのある
もの（『パイドロス』
246c3）を得て、

いわば休息するようなこ
とが生じるけれども、こ
れはちょうどまた視覚
が、細かいものを見る
のに疲れると、視力を
落として、大きなものを
見たがるのに似ている

10 しかし魂が、純粋に自分単
独で見ようとするばあいには、
ただ相手と一緒になることによ
ってのみ見るのであって、それ
は一者となっていることなので
あるから、まさにその一者であ
ることによって、自分の求めて
いるものを未だ得ていないよう
に思うのである

13�つまり、
知られるも
のが自分の
ほかに別に
はないから
である

13�しかしと
にかく一者
について真
実を知ろう
とする者は、
以上の方法
によるよりほ
かはない

15�かくて、われわれの求
めているものは一なるもの
であって、われわれが考察
しているのは、万物の始め
をなすところの善であり、第
一者なのであるから、万物
の抹消に堕して、その根源
にあるものから遠ざかるよう
なことがあってはならない

19�むしろ努めて第
一者のほうへと自
己を向上復帰させ、
抹消にすぎない感
覚物からは遠ざか
り、いっさいの劣悪
から解放されていな
ければならない

20�なぜな
ら、懸命な
努力の目標
は善にある
からである

21�そして
自己自身の
うちにある始
原にまで昇
りつめて、多
から一にな
るようにしな
ければなら
ない

21�人はそ
れによって
やがて始原
の一者を観
るであろう

22�すなわち知性になりきっ
て、自己の魂をこれにまか
せて、その下に置き、知性
の見るところのものを正覚
の（はっきりと目覚めた）魂
が受け容れるようになし、
一者をこの知性によって観
るようにしなければならない

25�そのばあい、感覚はどれ一つさ
し加えてはならぬし、また何にもせ
よ、感覚から出たものを知性のうち
に受け容れてはならぬのであって、
このうえない純粋のものを観るのに
は、知性も純粋の知性をもってしな
ければならず、その純粋知性の第
一等のところをもってしなければな
らない

28�したがって、このよ
うなものを観る任にある
者が、大きさや形や量
を、この本性をもつもの
の周囲に想像するとし
たらなば、その者の観
照には知性が指導して
いないことになる

30�なぜなら、本来
そのようなものを見
るのは知性の任で
はなく、そのような
仕事は感覚や感覚
にしたがう思いなし
のなすことだからで
ある

32�とにか
く、知性か
ら、そこにで
きる範囲の
報告を入手
しなければ
ならない

33�ところで、知性
の見ることができる
ものといえば、それ
の先にあるものか、
それの所有に属す
るものか、それから
分かれて出たもの
かである

34�そして純粋なこ
とは、それのうちに
属するものも純粋で
はあるが、しかしそ
れの先にあるものど
ものほうがなおいっ
そう純粋で、いっそ
う単純である

36�［いやむしろ
それの先にある
一つのものは、
と言ったほうが
よい。］したがっ
て、かのものは
知性体でさえも
ない

36�したがっ
て、かのも
のは知性体
でさえもな
い

37�むしろ
知性体以前
のものでな
ければなら
ない

37�なぜなら、知性
体は存在のうちの
何かであるけれど
も、かのものは何か
ではなくて、それぞ
れの先にあるもの
で、しかも存在でも
ないものなのである

38�すなわち存在と
いえども、存在とい
ういわば形容のごと
きものをもっている
が、かのものは形容
なしであって、知性
によって直知される
ような形容さえも有
しないのである

40�まことに、万
有を生むものと
しての、一者自
然の本性は、そ
れら万有のうち
の何ものでもな
いわけである

40�したがっ
て、それは
何らかのも
のでもなし、
また何かの
性質でも量
でもないわ
けである

41�それは
知性でもな
ければ、魂
でもない

42�それは
動いている
ものでもな
ければ、ま
た静止して
いるもので
もない

43�場所の
うちになく、
時間のうち
にないもの
である

44�それはそれ
自体だけで唯
一つの形相をな
すものなのであ
る(『饗宴』
211b1、『パイ
ドン』78d5−6)

44�否、
むしろ無
相であ
る

45�なぜなら、
それはいっさい
の形相以前で
あって、運動に
も、静止にも先
んずるものだか
らである

45�すなわち、
これらは存在を
取り巻いて、こ
れを多ならしめ
るものだからで
ある

46�すると、運
動していないの
に、どうして静
止していないの
かという疑問が
起こるかもしれ
ない

47�それは存在
については、こ
の二つのうちの
どれか、あるい
は両方が必然
だからである

47�また、静止
しているもの
は、静止によっ
て静止している
のであって、静
止してるものと
静止そのものと
は同じではない
からで、

そうすれば静止は
そのものに外から付
加されたことになる
であろうし、またし
たがってそれはもは
や単一なものとして
あるのではないこと
になる

49�すなわち原因として
のかのものを語るという
ようなことを、これを何
かかのものの上に加え
られた規定として述語
づけることではなく、む
しろわれわ側のこととし
て語らなければならな
い

51�なぜなら、われ
われはかのものか
ら由来するところの
何かをもっているけ
れども、かのものは
自分だけで自分の
うちにあるからであ
る

52�否、厳密な
ことばづかいを
するとなれば、
「かのもの」とも
「そのもの」とも
言ってはならな
いことになる

53�ただわれわ
れはいわばその
外側のようなと
ころを走りまわ
って、われわれ
自身の体験をこ
とばに直して言
おうとしているに
すぎない

54�それも時には、志向
するところに近づくこと
もあるが、また時には、
それに付随するところ
のいろいろの困難によっ
て、的を離れたところに
落ちてしますこともある

4
1 ところで、
この困難と
いうのは、主
として次の
ような事情
に由来する
のである

1�すなわちかの
ものの会得は、
学問的知識によ
るのでもなく、ま
た他の知性対
象のごとく、知
性の直知による
のでもない

4�それは知
識以上の直
接所有の仕
方によるの
である

5�しかるにもし魂
が、何かの知識を
取り入れるとするな
らば、そのばあいに
は魂は、一つである
ことから離れて立つ
の悩みを受け、全
般的には一つでな
いことになる

6�なぜなら、知
識というものは
一つのロゴス
（言論）であっ
て、言論はすな
わち多なるもの
だからである

7�したがっ
て魂は、数
多に堕し
て、一体性
を逸脱する
ことになる

8�それゆえ
に、すみや
かに知識を
超えて行か
なければな
らない

8�決して一
体性の外に
踏み出して
はならない

9�知識と知
識の対象に
なるようなも
のから離れ
て立たなけ
ればならな
い

9�否、すべ
ての他のも
のから離れ
ていなけれ
ばならない

10�それに
は美しい観
ものといえ
ども例外で
はない

10�なぜな
ら、いかなる
美もかのも
のよりは後
であって、
かのものか
ら発してい
るのだから
である

11�それは
ちょうど昼間
の光明がい
ずれも太陽
から発して
いるようなも
のである

12�そして、
このゆえに
「語られもせ
ず、記され
もせず」とい
うようなこと
が言われる
のである

13�これをしかしわ
れわれが語ったり、
書いたりするのは、
ただかのもののほう
へと送りつけて、語
ることから観ること
へと目ざめさせるだ
けなのであって、

それはちょう
ど何かを観
ようと意う
（おもう）人
のために道
を指し示す
ようなもの
である

15�すなわち道
や行程は教えら
れるけれども、
実地を観ること
は、すでに見よ
うとねがった（意
った）者の仕事
なのである

18�しかしこ
れを観るに
いたらない
者があるか
もしれない

18�またその魂はかしこ
の光輝を会得せず、こ
れを見ても、恋する者
が自分の愛するものの
懐に憩う時の、あの愛
情のようなものを自己
のうちに懐くことも感ず
ることもなしに終わる者
があるかもしれない

20�それは真実の光明
を受けて、魂全体は近
接によって一面の光明
に照らされているけれど
も、そこまで上って来て
いても、なお背後に、観
照の妨げをなすような
重荷を背負っているか
らであって、

その者は単身
で上がって来た
のではなく、か
のものへ近づく
ことを妨げるよ
うなものをもっ
て上がって来た
のである

24�あるい
は未だ合体
して一とな
るところまで
来ていあに
のかもしれ
ない

24�つまり、かの
ものは何ものか
らも離れてはい
ないが、またし
かし、いっさいの
ものから離れて
いるのである

25�したがってそれは現にあるけれ
ども、しかしそれを受け容れること
ができて、それに自己を適合させる
だけの用意があり、一種の同化作
用によってそれにいわば接したり、
触れたりすることのできる者のとこ
ろでなければ、それは現在しない
のである

27�その接触には、かのものか
ら由来し、かのものと類を同じ
くする能力をうちにもっていて、
それによって、その能力がかの
ものから来った時と同じ状態に
あるばあい、かのものの本性で
観られうる限りは、すでにこれを
見ることができるのである

30�かくて未だかの境地にいた
らずに、その外にとどまる者が
あるとすれば、それはあるいは
上述の理由によるかもしれず、
あるいはまたそこに導く説明に
欠陥があって、それについて確
信を与えるうえに足りないもの
があるためなのかもしれない

33�もし原因が善者に
あるならば、とがむべき
は自己自身にあるので
あって、未だ確信がも
てないのなら、それにつ
いては次のように考え
てほしい

5
1 人によっては、存在の秩序は
偶然によって、ひとりでにつくら
れるものであって、それの統一
は物体的な原因によって保た
れているのだと信じている者が
（アリストテレス『自然学』
II4,196a24-28、シンプリキオ
ス『自然学注』327,15-16）

もしかするとあるかもし
れないが、そのような
者は、神とか一者の認
識とかいうことからは、
遠くかけ離れているの
であって、われわれもそ
のような人たちを相手
に話をしようとするので
はない

5�われわれの相手
は、物体のほかにも
他の種類のものの
存在を認める人た
ちであり、魂への反
省をもつ人たちでな
ければならない

6�そしてま
たその人た
ちには、魂
の本性とい
うものをよく
知ってもら
わなければ
ならない

7�特にまた、魂というも
のが知性体から出てい
るのであって、魂の徳
は、知性にもとづくロゴ
ス（理法）の一分を魂が
自己に共有することに
よって、得られるものだ
ということを知ってもら
わなければならない

8�その次には、
推理計算する
能力、いわゆる
勘考能力から、
知性をベルのも
のとしてとらえ
てもらわなけれ
あばならない

9�推理計算
はすでに分
裂と運動の
うちにあるが
ごときもの
なのである

10�また、学問的知識が、
魂のうちに内在化された言
論としての、そのような性
格をいますでに明らかにし
ているのは、知性がそれら
学問的知識の原因として、
魂のうちにすでに内在して
いるからだということを知ら
なければならない

13�そしていま知性は
把捉されるものなのだ
から、これをさながら感
覚物のごとくに見るとす
るならば、知性は魂の
上に君臨していて、魂
の父とも仰がれる知性
界であることが見られる
から、

人は知性をもって揺らぐこ
とのない静かな運動とな
し、自己のうちに万有を含
み、すでに万有であるもの
として、それは不可分の多
であるとともに、また逆に分
別の明らかな多であること
を認めねばならない

16�すなわちそれは、命題
が現に今一つ一つ知られて
行くばあいのように、別々に
分たれているのでもなけれ
ば、またそのうちに含まれ
ているものがいっしょくたに
なってしまっているのでもな
い

19�なぜならば、各々は分
明に現れて来るのであっ
て、それはたとえば学問的
知識において、すべてが不
可分の関係にありながら、
しかもその各々が区別を明
らかにしているようなものだ
からである

21�とにかく、こ
のひとまとめに
された多がすな
わち直知される
世界なのであっ
て、それは第一
者に次ぐもので
ある

22�そして理論
上それの存在
は、もし人が魂
の存在を認める
とするならば、
必然的にそれも
認めなければな
らないようなも
のなのである

23�しかしそ
れは魂より
も優位な存
在であると
はいえ、第
一者ではな
いのである

24�なぜなら、万有
の始原となる一者
は単一なものであ
るけれども、それ
（知性界）は一つの
ものではなく、また
単一なものでもな
いからである

25�かくて、もしまこ
とに何かが知性より
も先に存在しなけれ
ばならないとすれ
ば、それは存在のう
ちのもっとも高貴な
ものよりさらに先の
ものということにな
る

26�すなわち知
性は一であるこ
とも志しながら
も、一つにはな
っていないので
あるが、しかし
一つのものの姿
をしている

27�それは知性が一者の次に
あるものとして、一者に近いも
のであるがゆえに、自己自身を
分裂させるというようなことはな
いから、自己自身によっては知
性は分散させられてしまわず
に、自己自身と真実合体してい
るのであるが、

しかし何らかの
仕方において一
者からは離れて
立つことをあえ
てするものだか
らである

29�つまりその
ような知性に先
立つ驚異すべき
ものがすなわち
一者なのであっ
て、それは存在
ではないのであ
る

30�なぜなら、もし存在
だとすれば、すでにそこ
において一者は、他の
ものを前提として、その
下に述語づけられるも
のとなるけれども、それ
は許されないことだから
である

32 本当を
いえば、一
者には合う
名前が一つ
もないので
ある

33�しかし何ら
かの名前で呼
ばなければなら
ないとすれば、
これを共通に一
者というのが適
当であろう

33�むろんその
ばあい、まず、
他のものを考え
て、それからそ
れを一者と呼ぶ
ようなわけでは
ない

34�したがって、
それの認識は
困難であって、
むしろそれから
生み出されたも
のとしての有
（存在）によって
徐々に認識され
ることになる

35�またそれは
知性を存在へと
導くものであっ
て、それの本性
はおよそ最善な
るものの源泉と
なるがごときも
のであり、

存在を生む力と
して、自己自身
のうちにそのま
まとどまって、減
少することのな
いようなもので
あり、

またそれに
よって生ぜ
しめられるも
ののうちに
存在すると
いうこともな
いものなの
である

38�なぜな
ら、ちょうど
またそれら
に先立つも
のだからで
ある

39�われわれがこれを一者
と名づけるのは、互いにこ
のものを表示するための必
要に出ずるのであって、わ
れわれはこの名称によっ
て、不可分なるものの思念
に導き、魂の統一を計ろう
とするのである

40�すなわちわ
れわれの言う一
や不可分は、点
や数の一の意
味ではないので
ある

41�なぜなら、このよう
な意味の一は、量の単
元となるものであるけ
れども、しかしその量と
いうものは、あらかじめ
存在となるものや存在
以前のものがなけれ
ば、成立しなかったで
あろう

45�したがって、このような
ところに考えを向けてはな
らないのであって、ただそ
れが単一で、多や分割を免
れている点において、類比
的にこれらをかのものに似
ているとなすことが許され
るだけである

6
1 それで
は、われわ
れのいう一
とはどういう
意味なのか

2�しかしそこか
ら観るといって
も、それの外に
注意を突出させ
て観ようという
のではない

1�またそれ
を知性の理
解力に適合
させるのに
は、どうしな
ければなら
ないのか

2�むろんそれは、数
の一や点が一つの
ものとされるのより
は、もっと優越した
仕方において一と
置かれるのでなけ
ればならない

3�なぜならば、これらの
ものにおいては、ものの
大きさや数の多を取り
除いて行くことによっ
て、魂は最後にその最
小なるものにいたり、そ
こにおいて何か不可分
なるものにぶつかるの
であるが、

しかしこれはす
でに部分に分け
られるものの中
に含まれていた
のであって、他
者のうちに存在
するものなので
あるが、

しかしわれわれ
のいう一者は、
他者のうちに存
在するものでも
ないし、部分に
分けられるもの
の中に含まれて
いるのものでも
なく、

また最小者
の意味にお
いて不可分
なのでもな
いからであ
る

7�なぜな
ら、むしろそ
れはあらゆ
るものの中
の最大のも
のだからで
ある

8�もっとも、
その最大と
いうのは大
きさにおい
てではなく、
能力におい
てなのであ
る

8�従って、それの不
可分（原文の
ἀμἐγεθες「大きさ
のない」は、
ἀμερές「不可分」と
読むことにした）とい
うことも能力におい
てなのである

9�すなわち、それか
ら後の存在といえど
も、それが部分に分
けられずに不可分
であるのは、能力に
よるのであって、容
量によるのではない
からである

10�またそれを無限のもの
として考えるばあいにおい
てお、それは大きさや数が
きわめつくされないからとい
うよりは、むしろその能力が
補足すべからざるおのであ
るということによるのでなけ
ればならない

11�すなわち君
がそれを知性も
しくは神のごと
きものであると
考えても、それ
はそれ以上のも
のとなるからで
ある

13�またさらにそれを君が
志向の上で一つのものとし
てみたところで、そのばあ
いにおいても、たとえ君が
神を、君の知性によって把
握される以上の一体性をも
つものであると想像するに
しても、それはなお神以上
のものなのである

15�すなわちそ
れは、自分だけ
であるものなの
であって、何も
のもこれに外か
ら加えられるこ
とのないものな
のである

17�しかしこの
自足性というこ
とによって、人
はまたかのもの
の一体性を理
解することがで
きるかもしれな
い

18�すなわちかのもの
は、あらゆるものの中で
もっとも充足的かつ自
足的なものであるから
して、不足分を他に求
めるようなことの何より
も少ないものでなけれ
ばならない

18�これに反し
て、すべて多な
るもの、一なら
ざるものは、多
からなるがゆえ
に、足らざる分
を求めなければ
ならない

19�すなわ
ちそれの存
在には、一
体性が必要
欠くべから
ざるものとし
て求められ
るのである

20�しかし一者
は、自分がそれ
であるから、自
分自身を不足
分として求める
ようなことはな
い

21�また実際、多なる
存在は、それを構成し
ているだけの多を必要
欠くべからざるものとす
るのであって、そのうち
に含まれているものの
各々も、爾余のものとと
もにあるのであって、

自分だけである
のではないか
ら、やはり爾余
のものを必要欠
くべからざるも
のとするのであ
って、

ひとつびとつに
ついてみても、
またその全体に
ついてみても、
このようなもの
は不足を訴えた
り、求めたりする
ものとなるので
ある

24�かくて、もし
本当に何か自
足的なものがな
ければならぬと
すれば、一者こ
そそれでなけれ
ばならぬ

25�なぜなら、ひと
り一者のみが自己
自身に対しても、ま
た他に対しても不
足を訴えたり、求め
たりするようなこと
のないものだからで
ある

27�すなわちそれは、自
分がただあるためにも、
またよくあるためにも、
何ら他にも止めるところ
のないものであって、自
分がそこに座を与えら
れるために何かを必要
とするようなことも決し
てないものなのである

27�なぜならば、自
分以外のものに対
して、それらの存在
因となっているもの
が、自己のまさにあ
るところのものを他
から授けられてもつ
ということはないし、

そのよくあ
るということ
にしたところ
で、一者に
とって一者
以外の何が
それであり
えようか

29�すなわち一
者にとっては、
よきということは
外から付加され
るようなもので
はないのである

29�それは
つまり自己
自身がまさ
にそれだか
らである

30�また一
者にはいか
なる場所も
必要がない

30�それは座を与え
られることを必要と
しないからであっ
て、そのようなこと
を必要とするという
のは、自己自身を
保つ能力のないこと
を意味するのであ
り、

座を与えてもら
わなければなら
ないものという
のは、座が与え
られなければた
ちまち転落する
物量であり、魂
のないものなの
である

魂には座
がないの
だろうか？

33��むしろ他のもの
に座を与えるのは、
ちょうどまたそれら
のものを存在せしめ
ると同時に、それら
のものに配置の場
所を得せしめるとこ
ろのものなのである

34�これに
対して場所
を求めると
いうのもま
た、不足分
をもつものと
いうことなの
である

34�しかし
最初にある
ものが、そ
れ以後のも
のを不足分
として求め
るということ
はない

35�そしてい
っさいの最
初をなすも
の（始原）
は、いっさい
のものに不
足しないの
である

36�すなわち何
にもせよ、不足
分をもつものと
いうのは、不足
の分を求めるこ
とによって、始
原を希求してい
るのである

36�これをもし
一者が不足分
をもつとするな
らば、それが求
めるところのも
のは、むろん、
一者でないこと
よりほかにはな
い

37�するとそれ
は、自己を亡ぼ
すものに不足し
て、そのような
不足の分を求
めているという
ことになるであ
ろう

38�しかしながら、
およそ不足分を求
めると言われるもの
は、いずれもよくあ
ることを求めている
のであり、また自己
を保全するものを必
要として求めている
のである

39�かくて一者
にとっては、そ
れが求めなけ
ればならない善
というものは一
つもないのであ
る

40�またした
がってそれ
は何ものを
も欲しない
のである

41�むしろそれは善を超越
したものであって、他のもの
に対しては、それらのもの
が何かそれの一分を共有
することができるばあいに
おいては、善となるけれど
も、自分が自己自身に対し
て善であるということはない
のである

42�またそ
れには、知
性のはたら
きとしての
直知というも
のはない

42�これは
分別というも
のを予想す
るからであ
る

43�また一
般のはたら
き（作用）と
いうものが
すでにそれ
にはない

43�すなわちそ
れは作用以前
のものであり、
またしたがって
知性の作用たる
直知以前のもの
だからである

44�つまり、
何をいった
いそれは直
知すべきで
あろうか

44�むろん、
自己自身を
直知するの
でなければ
ならない

44�すると、
直知しない
以前には、
それは無知
の状態にあ
ることになる
であろう

45�そして自己
充足者たるもの
が、自己自身を
識るために、直
知するはたらき
を不足分として
求めるということ
になるであろう

46�それゆえ、一者
は自己自身を識別
したり、直知したり
することがないけれ
ども、それだからと
いって無知がそれ
を取り囲んでいるわ
けではないことにな
る

47�なぜなら無
知というものは、
他に異なるもの
があって、その
一方を識らない
ばあいに生じる
ものだからであ
る

48�しかし自分だけしかな
いのだとすると、それは識
ることもないし、また無知の
対象となるものをもつことも
ないわけで、ただ一つある
ものとして、自己自身に合
体しているから、自己自身
を直知する必要は別にない
のである

50�とはいえ、その
自己自身と合体し
ているということさえ
も、もし君が一者を
しっかり見ておこう
というのなら、余計
につけ加える必要
はないのである

52�否、直知すると
いうことも、合体し
ているということも
除き去るべきであ
り、また自己自身を
知ることも、その他
のものを知ることも
取り去ってしまわな
ければならない

52�すなわちそれは直知する者の
側よりは、むしろ直知する作用の側
に置かるべきものなのであるが、し
かし直知する作用といっても、それ
が直接にそのような作用となって
直知するのではなく、他のものが
知性を働かせて直知するようなば
あいに、それの原因となるだけなの
である

54�しかしながら、原因
というものは、それを原
因として生ぜしめらえた
ものと同じではないか
ら、したがって万物の原
因となるものは、万物
のどれでおもないことに
なる

55�またしたがってそれ
は、他のものに善を供
給するけれども、それ自
身は決して善と呼ばれ
るべきでなく、むしろあ
るいは他のいっさいの善
を超越した善と言わる
べきものなのである

7
1 しかしもしそれが、これらの
どれでもないというのでは、そ
れをどう認識するのか、君も見
当がはっきりしないで困るという
のなら、君の立場をこれらの事
物のうちに定めて、そこから観
ることにしてもいいのだ

3�観られなければなら
ない当のものは、自分
以外のいっさいのもの
から自分自身を引き払
って、どこかほかのとこ
ろに存在するというので
はないからである

4�むしろこれに触れるこ
とのできる者のために
は、それは現にそこにあ
るという形で存在してい
るのであるが、しかしそ
のような接触の能力を
もたない者に対しては
現在しないのである

5�またほかのもののば
あいに、別のことを考え
たり、別のところに注意
を向けたりしていたので
は、どんなものにしたと
ころで、それを知るとい
うことはできないのであ
って、

知られるものが純
粋にそれだけでとら
えられるためには、
知られる当のものに
は、余計なものは何
もつけ加えてはなら
いないのであるが、

ちょうどまたこのばあいもそ
のとおりなのであって、魂の
うちに他の事物の印影を保
有していたのでは、その印
影が作用するから、かのも
のの直知は不可能となるこ
とを会得しなければならな
い

10�また他方、魂が他の事
物によってすでに占有され
てしまい、現にまた占有さ
れつつあるようなばあいに
は、これと正反対のものの
印影によって印象づけられ
ることも不可能であることを
知らなければならない

13�素材について
は、それがあらゆる
事物の印影を受容
すべきものだとする
と、またあらゆる事
物の性質を欠いて
いなければならない
ということが言われ
ているが、

ちょうどそのようにという
よりは、むしろなおさら
魂は、いやしくもそれが
第一者によって充実さ
れ、照明されるために
は、それの妨げをする
ようなものが一つでも
そこに潜んでいてはな
らぬとすると、

いかなる形
相も有する
ことのない
ものとなら
なければな
らない

18�そうすると、
あらゆる外物か
ら身を引いて、
内部への全面
的転向を必要と
することになる

18�すなわち外物のい
かなるものへも偏寄す
ることなく、万事何ごと
についても関知すること
なく、それもはじめは心
構えだけのものであっ
たのを、いまは形相の
点までも知らぬというこ
とを押しすすめて、

ついにかの
ものの直観
のうちに自
分自身を忘
れるところま
で行かねば
ならぬ

21�そしてかのものに合体
して、いわばそれとの交わ
りのごときものを十分に尽く
した後に帰って来て、もしで
きるなら、他の者にもかしこ
における合体交合の模様を
伝えるようにしなければな
らない

24�かのミノス王（『ミノス』318e）
も多分このような交わりに与った一
人なのであろうか、ゼウスを知己に
もつ者だと評判され、その交わりの
記憶にもとづいて、それの面影を
法律に写し定めたのであるが、彼
を立法者たらしめたものは、神的な
るものとの接触による自己充実な
のであった

26�あるはまたしか
し、政治上のことは
自分の仕事とする
には足りないと考え
て、自分の意志で、
かしこにとどまるの
もさしつかえない

27�かのも
のを観るこ
とが多けれ
ば、ちょうど
またそのよ
うな気持ち
になるであ
ろうから、

人のいうように、それはいかな
るものに対しても、その外にあ
るものなのではなく、むしろあら
ゆるものとともにあって、それと
合体しているのであるけれど
も、ただ必ずしもすべてのもの
がそれを知っていないだけのこ
となのである

30�それは自分から
求めて、かのものの
外ーーというより
は、むしろ自分自身
の外に逃げて出て
いるからなのである

31�とにかく事実、
自分のほうで逃避
しておいて、それを
とらえるということは
できないし、また自
分自身をなくしてし
まっておいて、他者
を求めるというのも
できないことである

33�しかり、
狂気によっ
て自己を失
った子供も
また父を見
知らないで
あろう

34�しかし
自己自身を
識る者は、
また自分が
どこから由
来するかと
いうことを知
るであろう

8
1 かくて、他日もし何らかの魂
が自己自身を知るようになり、
そして魂の運動というものは、
それが挫折するばあいを除い
ては、直線的なものではなく
て、むしろそれの自然の運動
は、何かをめぐる円環運動のご
ときものであり、

しかもそれは何か外に
あるものをめぐるので
はなくて、自己の中心
をめぐるのであり、円は
それを中心にして、そこ
から成立せしめられる
ようなものであることを
知るならば、

魂は自分が
そこから出
て来ている
ものをめぐ
って運動す
るようにする
であろう

6�そしてその同じところ
へすべての魂の運動が
向かわなければならな
いはずなのであるが、し
かし常々これに向かって
運動しているのは神々
の魂なのである

8�つまりこ
れに向かっ
て運動する
魂が神々な
のである

9�すなわち
かのものと
接触合体し
たものが神
であり、それ
から遠くは
慣れて立つ
ものが人間

ーーそれも
雑多に分裂
した人間ー
ー

であり、
動物な
のであ
る

11�それで
は、この魂
の中心点の
ようなもの
がわれわれ
の求めてい
るものなの
であろうか

11�否、むしろ
中心点みたいな
ものがすべてそ
れ一つに集中す
るところの、何
かもっと別なも
のを認めなけれ
ばならない

12�しかしこのように言
うのも、人びとの知って
いる円を例にとって、そ
れの中心点というような
ものを類推に用いる限
りにおいてであるという
ことを知らなければなら
ない

13�すなわち魂は、幾
何学図形のような意味
において円なのでは決
してないのであって、た
だそれの始原となるよ
うな性質のものがそれ
自身の中に、それをめ
ぐって考えられるからと
いう意味なのである

15�また魂は、そのようなもの
をもとにして、そこから出て来
ているからという意味でもあり、
またさらに、魂は別々に離して
も、ひとつびとつが全体をなし
ているというようなことも、この
ような類推のいっそう有力な拠
り所となっているわけである

18�ところで現実には、
われわれの一部分は肉
体によって占められ、あ
たかも人が足を水中に
入れて、身体の他の部
分で水の上に出ている
ようなものであるから、

その肉体に浸されていない
部分で、肉体のうえに超出
し、これによってわれわれ
は、われわれ自身の中心点
において、いわば万物の中
心点のごときものに接触し
て、これに合体するわけ
で、

それはちょうど球の
中心点に、それに含
まれているもっとも
大きな円それぞれ
の中心点が接触合
体するようなもので
あって、われわれは
そこにおいて安定を
得るのである

23�ところで、それがも
し物体の円であって、
魂の円ではないのだっ
たなら、それと中心点と
の接触合体は場その上
で行なわれ、中心点が
どこかに置かれている
と、円はそれをめぐって
存在していたであろう

25�しかし魂はそれ自
体知性的な存在であっ
て、かのものはその知
性すらも超越するもの
であってみれば、その
接触合体はもっと別な
ものの力によって生ぜ
しめられるものと思わな
ければならない

27�すなわちそ
れは、直知する
者がまさにそれ
によって直知さ
れているものに
対してもつ接触
合体の仕方で
あって、

それは相似性と同一性
にもとづいて、直接その
もののところにあって、
何ものにも妨げられるこ
となしに、自分の同類
たるものと接触合体す
ることになるわけで、

このようなことは直
知する者のばあい
よりも、このばあい
においてこそいっそ
う多く考えられなけ
ればならないことな
のである

29�すなわち物体は
物体によって妨げら
れて、相互に共同
することができなく
なるけれども、物体
でないものは物体
によって分けへだて
られるということは
ないのである

31�またしたがっ
て、それらが互いに
離ればなれになる
のは、場所の上のこ
とではなくて、ヘテ
ロテース（分別）と
デイアポラー（差
別）によるのである

32�したがって相違
（分別）がそこにな
ければ、それらは互
いに異なるところが
ないのであるから、
直接お互いのところ
にあるということに
なる

33�するとかのものは、
分別相違を知らない一
者である限りにおいて、
いつも直接そこにあるわ
けであり、われわれは分
別（相違）をもたないば
あいにおいてのみ、直
接そこにあるわけである

35�またかのものは、われ
われを中心目的にして、わ
れわれをめぐる存在となる
ことを求めるものではない
けれども、われわれはかの
ものを憧憬の中心にして、
かのものをめぐる存在とな
ることにつとめているのであ
る

接近した
後、一定の
距離をおい
て回りを廻
ることが最
高の到達
点なので
あろうか

37�否、いつもわれ
われはかのものを
中心にして、そのま
わりに存在している
のであるけれども、
しかしいつもかのも
ののほうを視てはい
ないで、

ちょうど（劇の）エクソドス（終
幕）にうたう合唱舞踊隊は、中
心に指揮者をもっていても、観
衆の注意の外に向きをとってい
ることもありうるわけであるが、
しかしそれが向きを直すと、美
しい合唱が生まれ、指揮者が
真実その中心となるように、

われわれもまた常
にかのものを中心に
もっているのであっ
て、もしかのものを
中心にしないなら
ば、われわれは完
全に解体して、もは
や存在しないことに
なるのであるが、

しかしわれ
われはいつ
もかのもの
のほうを見
ているとは
限らないの
である

44�しかしわれわれ
がひとたびかのも
のを見るにいたるな
らば、その時こそわ
れわれは最終目的
を達成して、そこに
やすらいを得ること
になるのであって、

うたい損ないも
なく、真実かの
ものを中心に、
神来の妙なる
合唱歌をうたい
ながら舞ってい
ることになる

9
1 そしてこの合唱
舞踊のうちに魂は、
生命の源であり、知
性の源であるもの、
存在の始めをなし、
善きことの因をな
し、魂の根となるも
のを直視するので
ある

2�これらのもの
はそこから流れ
出て来ているけ
れども、それに
よって本のもの
が減らされるこ
とはない

2�これらのもの
はそこから流れ
出て来ているけ
れども、それに
よって本のもの
が減らされるこ
とはない

4�それは物
量ではない
からである

4�もしそうな
ったら、そこ
から生まれ
たものは亡
びるものと
なっていた
であろう

5�しかし現
にそれは永
遠不滅なの
である

5�それはこれら
の始めをなすも
のが、これらに
分割解消されて
しまうのではな
く、全きままにと
どまって、同じ
状態を続けてい
るからである

7�つまりそ
れだからこ
そ、前者も
そのままと
どまっている
のである

7�それは太
陽がそのま
まならば、
陽光もまた
そのままあ
るようなもの
である

8�それはつまり、わ
れわれれのところに
忍び込んで来てい
る肉体の性が、自
分自身の性のほう
へどんなにわれわ
れを引きよせたにし
ても、

れわれがかのも
のから切り離さ
れてしまわず、
全く別になって
しまわないで、
依然息を続け
て、生命を全う
している所以の
ものは、

かのものが一度与えたきり
で、後は身を退くというやり
方ではなく、それがまさに
あるところのものである限
り、いつまでもわれわれの
合唱舞踊のために、すべて
の賄いを続けていてくれる
からだということなのである

12�否、われわれの存
在は、われわれがかの
もののほうに傾きさえす
れば、それだけ依存度
が多くなるのであって、
その存在をよき存在た
らしめるものもまたかし
こにあるのである

13�そして
存在がかの
ものから遠
ざかれば、
それだけで
存在度は少
なくなるの
である

14�かしここそ魂の
憩いの場なのであ
って、いっさいの邪
悪から清められたそ
の場所へ駆けのぼ
ることによって、魂
は邪悪を脱するか
らである

15�魂が知性に
目覚めるのもの
そこにおいてで
あり、諸々の悩
みを受けずにす
むのもそこにお
いてなのである

16�否、真
実の生とい
うものもそこ
においてこ
そ生きられ
るのである

16�なぜなら、
現在の生、神な
き生というもの
は、実は生命の
影にすぎないの
であって、かし
この生を模した
ものなのである

18�これに対して、かし
この生はすなわち知性
の活動なのであって、こ
の活動あることによっ
て、それは神々を生む
のであるが、これはまた
かのものへの静かなる
接触によるのである

20�そして
美を生み、
正を生み、
徳を生むの
である（『饗
宴』209a-
c, 212a）

20�つまりこ
れらは、魂
が神に満た
されることに
よって、うち
に孕むとこ
ろのものだ
からである

21 そしてこ
れが魂の終
始するとこ
ろのものな
のである
（『法律』
IV715e）

22 始めというのは、魂はかしこ
から出て来たものだからであ
り、終わりというのは、究極にお
いて求められる善がかしこにあ
るからであって、魂はかしこに
生ずることによって、自分自身
が本来あったところのものにな
るからである

23�というのは、この世
にあって、この世のもの
によって生きるというの
は、脱落の結果であり、
追放のためであり、天
かける翅を失ったから
なのである（『パイドロ
ス』246c,248c）

25 また究極の善がかしこに求めら
れるべきものであるということは、
魂に生来やどっている愛のこころが
またこれを明らかにしているのであ
って、エロス（愛情）とプシュケ（魂）
のこの関係は、ちょうどまた絵画や
物語において、両者が一対に取り
扱われている所以のものなのであ
る

27�すなわち魂
は、かの神とは
異なるが、しか
し神から出たも
のとして、神へ
の愛情をいだく
ことは必然なの
である

28�そして魂
は、かしこにあ
る限りは、天井
の清らかな愛を
もつけれども、こ
こではそれは世
俗的な愛欲とな
るのである（『饗
宴』180e）

29 すなわちアプロディテも、か
しこにあってはウラヌス（天）の
一族としての清らかさを保って
いるけれども、ここではだらか
れの区別のない、いわば娼婦
化された世俗のアプロディテと
なるが、ちょうどまた魂は、どれ
もすなわちアパウロディテなの
である

31�そしてまさ
にこのことが、ア
プロディテの生
誕と、エロスが
アプロディテと
一緒にされるこ
との隠された意
味なのである

34�かくて魂は、それが生
来の持ち前を保っている限
り、神への愛情をいだいて、
神と一体になることをこい
ねがうものなのであって、
それはあたかも処女が、よ
き父に対して美しい愛情を
寄せるがごとくである

35�しかしそれが生成
の世界に来て、求婚者
の誘惑のごときものに
欺かれる時、父を見捨
てて、もう一方のはか
ない愛欲に見かえ、こ
れに耽溺するにいたる
のである

38�しかしさらにまたこ
の地上的な耽溺が厭わ
しくなる時、魂はこの世
のものから自己を清め
て、ふたたび父の膝下
にわが身を寄せること
に喜びを感ずるように
なる

40�またもしこ
のような喜びを
識らないという
者があるなら
ば、この世の愛
をもとにして、そ
こから推して知
るべきである

41�人が愛の対
象として、まず
何よりも求めて
いるものを獲得
することが、ど
んな喜びである
かを思え

42�しかもそこに愛
の対象とされている
のは、やがて失わ
れるはかないもので
あり、有害なもので
あり、仮象を対象と
する移ろいやすい愛
であることを忘れて
はならない

43�それはもともと
真実の愛の対象た
るものではなかった
のであり、われわれ
の究極の善として、
われわれが求めて
いるところのもので
はなかったからであ
る

44�むしろ
真実の愛の
対象となる
ものはかの
ところにあっ
たのである

45�そしてかのものに合体
することも、かのものを分取
して、真実これを所有する
時にこそ可能なのであっ
て、この真実の所有というこ
とは、外部から肉によって
包まれていない者にしては
じめて許されることなので
ある

47�しかし見た
ことのある者
は、だれでも私
の言おうとして
いることを知っ
ている

48�魂がかしこにおもむいて、すで
にかしこに到着し、かのものを分有
することになると、その時は生活が
一変して、そのような生活状態に
置かれることによって、真実の生命
を賄ってくれる者が直接その場に
いることを知るようになり、もはやそ
れ以上何も必要としないようになる

50�否、むしろ
反対に、他のい
っさいのものを
脱ぎすてて、た
だそれ一つだけ
に立ち止まらね
ばならなくなる

51�すなわちわ
が身を纏う、そ
の余のいっさい
の残りものは、
これを断ち切っ
て、そのもの一
つだけにならな
ければならない

53�したがっ
てわれわれ
は、この地
上から逃れ
出ることを
急がねばな
らず、

あらぬ方へ
束縛されて
いるわが身
の上を嘆か
なければな
らなくなる

われわれ自身の全体を
もってかのものを抱擁
し、われわれが神に接
触するのに用いることの
ないような、いかなる部
分もわれわれのところ
にはないようにしようと
いうのに、

57�かくて、そこ
に見ることがで
きるのは、見る
ことが許される
限りの、かのも
のであり、また
自己自身なの
である

57�その自己自身は、知性
的な光明に満たされて、光
輝く自己自身であり、あるい
はむしろ光そのものとなっ
て、清らかに、軽やかに、何
の重荷もなく、神と化したと
いうよりは、むしろすでに神
であるところの自己自身な
のである

59�それはこのよう
なばあいにおいては
光明が点じられて
いるけれども、しか
しふたたび重荷が
加えられるなら、ま
るで火の消えたよう
になる自己自身な
のである
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1 それで
は、どうして
かしこにそ
のままとどま
らないであ
ろうか

2�むろん、こ
の世からの
脱出が未だ
完全ではな
いからであ
る

2�しかしやがて
いつか、肉体の
重荷をもはや一
つも負わされな
いで、観照を持
続するような時
も来るであろう

4�われわれの魂に
あっては、そのよう
な重荷を負わされ
ているのは、見るは
たらきに終始する部
分のことではなく
て、もっと別の部分
なのであり、

それは見る部分が観照
を休止している時でも、
休みなしに証明とか説
得とかいうような、魂の
論証するはたらきのうち
に、知識をはたらかせ
ている部分（魂の内の
ヌース）なのである

6�しかし見るは
たらきも、また
そのはたらきに
よってすでに見
るところのもの
も、もはや論理
ではない

7�むしろそれは論
理以上に大いなる
ものであり、論理に
先立ち、論理の上
に君臨するものな
のであって、そのこ
とは見られる側のも
のについても同様で
ある

9�かくて自己自
身を見る者は、
まさにその見る
時に、何かかく
のごとき自己自
身を見るであろ
う

論証を超
えて、自己
自身のな
かに、かの
ものから出
てきた部分
を見ること
ができる、
というのだ
ろうか

10�否、むしろ
かくのごとき自
己自身に合体
し、すでに一体
となっている自
己自身を、かく
のごときものと
して感得するで
ろう

11�しかしたぶ
ん、「見るであろ
う」というような
言い方もしては
ならないのかも
しれない

12�むしろ見られる
ものというようなも
のは、その見るもの
と見られるものを二
つにして言わなけれ
ばならず、両者を一
つにするものではな
いとすると、

な言い方ではあ
るが、そのばあ
い、見る者はそ
のようなもの
（見られるもの
と、というような
もの）を見ては
いないのである

14�見る者はそ
のような区別を
設けもしない
し、またむろん
これを二つのも
のとして現前さ
せるようなことも
ない

15�それはたとえば
自分が自分のもの
でもなければ、また
自分自身でもなく
なって、他者とな
り、かの邦の一員と
して登録されている
ようなものである

16�そして自己をか
のものに所属させる
ことによって、それ
は一つになっている
のであって、それは
ちょうど中心を中心
に合わせることによ
って、円が一つにな
るようなものである

17�すなわちこ
のばあいにおい
ても、円は合す
ることによって
一つとなり、離
れることによっ
て二つとなるか
らである

18�われわれも
また一者をわれ
われとは異なる
ものとして語る
とすれば、それ
はそのような分
離の結果である

19�そして観た
ことを話すという
ことの困難な所
以もまたまさに
ここにあるので
ある

20�なぜなら、かのものを観て
いた時には、それを自分とは異
なるものとしてではなく、むしろ
自分と一体をなしているものと
して見たのであるのに、それを
どうして人は自分とは異なるよ
そごととして語り伝えることが
できるであろうか

11
1 世の密教のいま
しめに、門外不出と
いうことが言われて
いるが、そのこころ
はまさにこのことを
明らかにしようとし
たものであって、

かの神事は外部に伝え
ることのできぬものであ
るとして、よその者に
は、自分でもまた直接
にこれを見るとしう仕合
せを授かった者でなけr
ば、だれにも明かすこと
を禁じたのである

5�かくて、見る者は見られ
たものと相対して二つにな
っていたのではなくて、見ら
れたものと自分で直接に一
つになっていたのであるか
ら、相手は見られたものと
いうよりは、むしろ自分と一
つになっているものというべ
きであったろう

7 したがって、かのもの
と交わりつつあった時に
人が何者となったか、
もしその記憶があるな
らば、人は自己自身に
かのものの面影をとど
めて、もっていることに
なるであろう

8�ところで、そのばあい
人は、自分自身がまた
一体者となっているの
であって、自己のうちに
は、自分自身に対して
も、また他についても、
何らの相違も含んでい
ないものだったのであ
る

10�すなわ
ちそのばあ
いの彼に
は、何の動
きもなかっ
たのである

10�激しい感情
はむろんのこ
と、他に求める
欲望も、そこま
で昇りつめた彼
のところには存
在しなかったの
である

11�否、言論
も、何らかの識
はたらきも存在
しなかったので
ある（『パルメニ
デス』142a3）

12�もしそこま
で言う必要があ
るならば、まる
で自己自身でさ
えもなかったと
言ってもよいで
あろう

13�むしろちょうど、
それは肝を奪われ
たり、あるいは神憑
りにかかったりした
時のように、虚白の
状態のまま静寂に
帰してしまうのであ
って、

自己の存在にはいささかの
動揺も見られず、どの方面
にも偏向はなく、自己自身
を中心とする回転さえも存
在せず、全体にわたって静
止し、いわば自分が静止そ
のものになり切るようなもの
なのである

16�それはまた美の
仲間にもとどまらな
いで、すでに美とい
うようなものも急速
に乗り越えて、諸々
の徳の踊り仲間さえ
もすでに超越してい
るのであって、

ちょうどそれらは不可侵
の玄宮に参入した者が
背後に残して来た宮の
神像のようなものであっ
て、玄宮から出て来れ
ば、それがまた玄宮で
見たものに次いで第一
位のものとなるわけで
あるが、

かしこの交わりは直
接本物との交わりで
あって、影像や肖像
とのそれではなかっ
たのであるから、こ
れらは要するに第二
位の観ものとなるわ
けである

21�否、あれは
たぶん観ものと
いうべきもので
はなくて、視る
とはちがった仕
方があったので
あろう

22�即ち其れは、エクスタシス（没
我）であり、一体化であり、自己放
棄であり、接触への努力であって、
また静止であり、思念を凝らしてか
れへの順応をはかることなのであ
って、いやしくも人が玄宮内部のも
のを観ようとするならば、このように
するより外はないのである

26�それをもし
あらぬ見方をす
るようなことが
あれば、何もそ
のような者の見
るところには存
在しないことに
なる

28�かくて、上述の諸々
のものは模像たるにす
ぎないのであるが、神
のこころを解くことの巧
みな者に対しては、ま
たそのうえ、かの神が
いかにすれば見られる
かということの謎をかけ
てもいるのである

29�そして巧み
な聖職者なら
ば、その謎を解
いて、かしこに
参じ、真実に玄
宮のうちを観照
することであろ
う

30�またもしかしこに参
入しなかったとしても、
その不可侵なる玄宮の
存在を何か眼に見えな
いものとして認め、これ
を源泉とも始原ともし
て、始原を見るには始
原をもってするの仕方
を悟るであろう

32�そうすればそこに合
体が生ずるのであっ
て、しかもそれは似たも
の同志のそれであるか
ら、およそ神的なるもの
は、魂として所持し得る
限り、一物をも残さない
のである

34�そしてすで
に観照を前にし
ては、観照から
求めるのは、な
おそれでも残さ
れねばならなか
ったものだけと
なる

35�しかもそこに残
されねばならなかっ
たものとは、すでに
万物を超越し来っ
た今においては、ま
さに万物以前であ
るところのものでな
ければならない

37�すなわち魂というものは、元来
全くの非存在にいたるというような
ことはむろんないのであって、それ
は下降によって劣悪なものにいた
り、またその意味において非存在に
いたるところはあるにしても、全然
の非存在にいたることはないはず
なのである

38�また急いで逆の方
途に引き返すにしても、
魂は自分とちがったも
のの中へ入りこむことに
なるのではなく、自分
自身のうちに返ることと
なるのである

39�すなわちこの意味
において魂は、自分と
はちがった他のもののう
ちにあるという仕方にお
いて、非存在のうちにあ
るということはないので
あって、魂は自分自身
のうちにある

41�しかもそれはただ
自分のうちにだけある
のであって、かのものを
何か存在するものとし
て、自分がその存在の
うちにあるというようなこ
とはないのである

42�なぜなら、このばあい、
人が自分だけになるといっ
ても、それは存在になるこ
とではなくて、かのものと自
分が交わる限りにおいて、
存在を超越したかなた
（『国家』VI 509b9）にいた
るのでなければならないか
らである

43 かくて、もし自
分がこのようなもの
になるのを視るにい
たるならば、そこに
人は自己をかのも
のの似姿としてもつ
ことになるわけであ
る

44�そしてまたこのよう
な自己を脱け出して、
いわば模型に対する原
型のごときものへと歩を
移して行く時、人は行
程の目的をそこに完了
した（『国家』VII 
532e3）ことになるであ
ろう

45 そしてそのような観照
から外れて下へ落ちて来る
にしても、またふたたび自
己のうちの徳を呼び起こし
て、自分がすっかり秩序を
回復してしまっているのをし
かと認めるにいたるならば、

またふたたびわが
身は徳の力によっ
て軽くなり、知性に
いたって、知恵を通
して直接かのものに
到達することになる
のであろう

49�そしてかく
のごときが神々
の生活であり、
人間のうちでも
神々のごとき、
幸福なる人びと
の生活なのであ
る

50�それはすな
わちこの世の他
のいっさいから
の解脱であっ
て、この世の快
楽を顧みぬ生
活なのである

51�自分ひとり
だけになって、
かのものひとり
だけを目ざして
のがれ行くこと
なのである

この節は結論を急ぎす
ぎてはいないか。解説
によれば、本編はプロ
ティノスが九番目に書
いた論で、「われわれ
の魂を導いて善者ある
いは一者に合一させる
方法について、彼が初
めて説明した論文で
ある」とされている


